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　※最下段には、その他の再生資材を使用する場合に記入する。

　※地図、航空写真、踏査等から検討する。
　※利用可能量等は、現時点で算出可能なものとする。
　※建設副産物の搬出計画について、基本的には全量を再利用することを原則として計画する。
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